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昭
和
四
十
一
年
度
予
算
編
成
議
会
は
三
月
九
日
、
十
日
、
十
一
日
の
三
日
間
に
わ
た
つ
て

町
役
場
で
開
か
れ
、
総
額
二
億
五
千
百
四
十
二
万
円
を
原
案
ど
お
り
可
決
成
立
さ
せ
た
。

　
予
算
総
額
は
か
つ
て
な
い
大
型
な
も
の
で
昨
年
に
比
べ
六
千
三
百
十
七
万
円
の
増
と
な
り

一
世
帯
当
り
に
す
る
と
十
二
万
九
千
円
と
な
る
。

　
歳
入
の
財
源
と
し
て
は
、
町

税
二
千
四
百
万
円
、
地
方
交
付

税
八
千
九
百
万
円
、
町
債
三
千

七
百
万
円
な
ど
で
こ
れ
に
充
当

す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

　
新
年
度
の
主
要
な
事
業
は
別

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
自
主
財
源
が
僅
か
二
千
五
百

万
円
程
度
と
い
う
乏
し
い
町
の

財
政
事
情
に
あ
り
な
が
ら
役
場

庁
舎
の
改
築
、
中
小
学
校
の
増

築
を
新
年
度
に
実
施
し
な
け
れ

れ
ば
な
ら
ず
、
他
の
部
門
に
つ

い
て
は
経
常
費
の
最
少
限
に
押

え
る
と
い
う
実
情
で
あ
る
。

　
従
つ
て
当
初
要
求
さ
れ
た
土

木
費
の
う
ち
二
西
万
円
、
教
育

費
二
百
万
円
、
産
業
費
五
十
万

齢
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三
…
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ξ
…
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円
な
ど
が
削
減
さ
れ
た
ほ
か
、

各
項
の
食
料
費
に
つ
い
て
も
三

割
を
削
減
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
特
別
職
、
議
員
報
贈

　
酬
を
改
訂

　
同
日
の
議
会
で
は
特
別
職
、

吻
設
計
は
尚
田
市
の
高
橋
設
計

　
事
務
所
。

⑧
四
月
二
十
“
頃
入
札
に
よ
り
．

　
請
負
者
が
ぎ
め
ら
れ
る
。

ω
工
費
は
本
工
事
千
四
百
六
卜

　
万
円
、
附
帯
．
L
事
四
セ
万
円

一
浦
田
中
学
校
ス
テ
ー
、
シ

　
同
校
の
新
築
は
、
財
政
事
情

な
ど
で
、
ス
．
プ
ー
、
シ
の
同
時
建

築
は
出
来
な
か
つ
た
も
の
で
、
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今
年
木
造
で
二
十
一
坪
を
増
築

す
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
あ

る
Q
工
費
は
百
二
十
九
万
円
。

松
之
山
中
学
東
川
分
校

　
牛
徒
増
に
よ
つ
で
曽
特
別
教
室

を
増
築
す
る
も
の
で
あ
る
、
、

　
・
．
本
造
、
一
階
建
四
十
、
九
坪
（
教

　
窒
）

工
費
は
二
百
十
八
万
円
。

ぐ
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噌
く
・
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県
政
刷
新
の
要
望
書
、
給
食
婦

　
　
賃
金
を
町
費
で
ー
請
願
採
決
i

　
町
議
会
第
一
日
口
九
H
あ
席
㎜
部
修
正
し
て
採
決
し
た
。

上
、
樋
口
藤
夫
議
員
ほ
か
一
．
名
』
　
ま
た
「
学
校
給
食
婦
賃
金
の

・
か
ら
二
十
万
円
中
．
兀
事
件
に
か

町
費
負
担
」
に
つ
い
て
三
省
校

ら
む
県
取
の
混
迷
．
』
対
し
、
　
一
区
域
五
百
四
十
四
名
か
ら
請
願

県
政
刷
新
の
要
望
藷
」
が
提
出

一
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

書
が
提
出
さ
れ
、
、
口
同
沢
佐
平
議

　
こ
の
取
つ
扱
い
を
め
ぐ
つ
て
．
員
か
ら
趣
旨
の
説
明
が
あ
つ
て

一
応
酬
が
あ
つ
た
が
、
原
案
を
一
　
こ
れ
を
採
決
し
た
。

議
員
報
酬
の
改
訂
が
あ
り
つ
ぎ

の
と
お
り
き
め
ら
れ
た
。

一　
町
長
七
万
円
、
助
役
五
万
一

千
円
、
収
入
役
五
万
円
、
議
長

『一
万
二
千
円
、
議
員
七
千
円
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
は
い
、
づ
れ
も
月
額
）
　
　
．

松
之
山
小
屋
体
を
鉄
筋
で

　
　
　
　
　
浦
田
中
、
東
川
分
校
の
増
築
も

　
松
之
山
小
学
校
の
屋
体
新
築

ほ
か
、
浦
田
中
、
東
川
分
校
、

の
増
築
に
つ
い
て
は
、
町
議
会

総
務
文
教
委
員
、
学
校
建
設
特

別
委
員
、
教
育
委
員
合
同
会
議

で
前
後
数
回
に
わ
た
る
協
議
の

結
果
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
構
想
で

着
工
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
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將
来
の
大
計
の
た
め
に

　
昭
和
．
一
、
ト
し
年
か
ら
柑
次
ぐ

地
す
べ
り
大
災
害
に
よ
り
、
町

民
各
位
に
は
多
人
な
御
呂
労
を

重
ね
ヅ
・
．
お
ら
、
れ
ま
す
こ
と
、
ま

こ
と
に
心
抽
の
極
に
存
ド
、
．
ま
す

去
る
二
月
の
地
す
べ
り
復
興
委

員
会
で
は
、
町
の
財
政
か
非
常

に
苦
し
い
中
で
あ
る
け
れ
共
、

町
の
将
来
の
大
計
の
た
め
に
、

ど
う
し
て
も
新
年
度
中
に
役
場

庁
舎
を
は
じ
め
、
松
之
山
小
学

核
短
怖
、
東
川
中
学
増
築
な
ど
一

〃
．
灰
施
し
た
い
、
と
い
う
結
論
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

－
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
一

　
さ
る
議
会
に
お
い
て
も
、
こ
．

の
線
に
そ
ぞ
・
藁
計
要
一

ら
び
に
予
算
が
竪
し
羨
麹

で
あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の
建
設
F

発
展
を
目
指
し
て
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
今
一
層
の
御
理
解
と
御

協
力
を
得
た
く
、
こ
の
た
び
新

年
度
は
じ
め
に
あ
た
り
、
復
興
【

　
い
、
づ
れ
も
本
年
五
月
は
じ
め

に
着
工
さ
れ
、
八
月
末
完
工
の

予
定
で
あ
る
。

松
之
山
小
学
校
屋
体

ω
鉄
筋
百
六
十
五
坪
（
十
間
の

　
十
六
間
半
）
こ
れ
に
三
十
坪
．

　
の
昇
降
口
、
ト
イ
レ
（
五
間

　
の
六
間
）
が
附
属
さ
れ
る
。
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委
員
会
の
皆
さ
ん
に
代
つ
て
よ

ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す

　
町
災
害
復
興
特
別
対
策

　
委
員
長
　
小
野
塚
吉
三
郎

　
職
業
短
期
訓
練
所

　
卒
業
式

　
三
月
三
十
“
日
松
之
山
職
業

短
期
訓
練
所
の
終
了
式
が
町
営
㎜

仮
設
住
宅
で
行
わ
れ
た
。

　
卒
業
生
は
小
野
塚
悌
二
氏
他

九
名
で
、
高
田
安
定
所
永
越
次

長
か
ら
「
技
能
修
得
証
書
」
が

交
付
さ
れ
た
。
こ
の
訓
練
所
は

中
高
年
令
者
を
対
象
に
昭
和
三

十
八
年
か
ら
開
所
さ
れ
た
も
の

で
本
年
で
第
三
期
に
な
る
Q
卒

業
生
の
全
部
は
町
内
業
者
な
ど

に
就
職
が
き
ま
つ
て
い
る
。

小口竜風相寄りて語らうことも春の夢
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農
地
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
松
口
ほ
か
五
地
区
で

　
こ
と
し
の
地
す
べ
り
農
地
災

蜜
μ
復
旧
．
那
茱
は
、
松
H
ほ
か
五
．

つ
の
地
区
で
実
施
さ
れ
る
が
、
．

総
事
業
費
は
四
千
二
百
三
十
一

万
円
で
地
区
別
内
容
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
松
口
（
五
・
七
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
屋
敷
田
（
一
九
・
五
五
）

ふ
け
（
八
・
O
八
）
八
十
刈
（

二
・
三
六
）
吉
尾
（
五
・
四
〇

）
以
上
五
地
区
は
田
復
旧
の
み

で
国
の
補
助
率
は
八
七
・
二
％

下
暇
地
（
田
六
・
五
二
畑
二
・

二
三
）
補
助
率
八
六
・
二
％
。

　
農
業
用
施
設
復
旧
は

　
　
　
下
鰍
池
と
猪
之
名
で

　
ま
た
農
業
用
施
設
復
旧
は
下

蝦
池
地
区
で
水
路
九
九
六
米
、

農
道
一
二
四
米
、
農
地
保
全

の
た
め
の
型
法
わ
く
三
六
五
米

総
事
業
費
一
千
八
百
四
十
三
万

円
で
補
助
率
九
六
・
六
％
、
猪

之
名
地
．
区
農
道
四
六
一
米
、
総

事
業
費
百
二
十
六
万
二
千
円
、

補
助
率
九
七
・
八
％
。
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　　　昭和41年度

あ　　　ら　　　ま

　要

の
の大

容
業計画

壁業費1　内
1，5・劃題醸．

　1291〃
ハ　　　ハ　

　ド　ぬ　ロ　 ず　　　
　　

　　　ロ　218　1“
　一＿ 1

〃

天水島地内延長180m巾4m

上池地内213m巾3，6m

18m巾3，6m（起債150万円）

五十坪～坪野間866m（起債500万円）

別項に記載

〃

移転住宅補助（県補助100万円）

町営失対人夫17人賃金及びトラツク更新65万円など（国補助267万円）

営理人夫賃金及び抗原木、サク材料費（県補助10万円）

月池、上池2ヵ所30ヘクタール（国補助57万円）

牛ハカリ購入15万種付補助12、素牛導入利ヂ補助12万円

共用動撤機70名に対し2分の1補助

小型ポソプ2台購入、防火用水溜補助など（国補助400万円）

姓産婦、乳児ミルク配給各120人分（国補助66万円）

予防注射代（国補助18万円）

津南共同処理センター負担金

産業育成資金予托金100万円商工会助成12万円観光協会助成50万円

　う　　　ち　　　わ　　　け　　　　一昭和　41年　度一
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一
入

”　　町　の　事
＝＝事　　業　 名
”．一 　
……①松之山小屋体新築

”②浦田中ステージ設備

＝＝③東川分校増築”一一一一一一
一一一・一一

……④役場庁舎改築
”⑤東川、藤倉、越線改良

……⑥暇池宮中線
”　一　 一

…≡⑦坪野橋架替
”⑧五十坪十日町線改良

……⑨その他町道災害復旧

！！砺麺演善履r旨

iゆ豊茎墨堕盤塵旧
ll⑫地辻り移転補助
1嬉浜粟苅棄一事礫

紅隻 笠』場． 肇 騨

ii⑯造林事業
醜面弓由 年塘殆 補助

li⑰動撒機補助
li⑱消防施設事業
皿面r舟了一条一7顎「痂と

に　　　　　　　　　　 　　ハ……⑳インフルエンザ、結核
”予防費
…≡⑳し尿処理セγター
壁σ高一王窺』光莇歳

ii　町　 の　 歳

集
団
就
職
出
発

　　　内　　容　　の　　あ　　　ら　　ま　　し

固定資産税2，415万町民税415万たばこ消費税440万円など

国から交付されるもの

戸籍、転出証明手数料など

学校建築など各種事業に対する国の補助金

社会福祉事業母子栄養地すべり移転家屋などに対する県補助金

土木事業等に対する地元負担金など

災害復旧、農地復旧、庁舎建築などのため町の借入金

　㎝
割

一
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10．0
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100

予算額
　　　　　万円

2，415

8，900

　　　110

6，645

　　　383

2，525

3，747

　　418

25．143

新
し
い
役
場
庁
舎
を
建
て
る

　
　
　
　
木
造
二
階
建
三
千
六
百
万
円
で

町
議
会
地
す
べ
り
特
別
復
興

委
員
会
（
委
員
長
小
野
塚
吉
、
二

郎
氏
）
は
二
月
二
十
五
日
に
会

合
を
開
き
、
役
場
庁
舎
の
災
害

復
旧
建
築
に
つ
い
て
協
議
し
た

　
建
築
場
所
は
す
で
に
一
月
の

議
会
で
松
之
山
字
中
の
入
り
（

三
松
屋
商
店
裏
）
に
決
定
し
て

い
る
の
で
当
日
は
庁
舎
の
構
造

設
備
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
行

な
わ
れ
た
。

　
同
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
新

庁
舎
の
構
想
は
つ
ぎ
の
と
お
り
ー

で
あ
る
。

OD、

木
造
二
階
建
と
し
、
の
べ

坪
数
三
百
五
十
坪
と
す
る
（

七
間
の
二
十
三
間
）
冗
収
敷

地
は
二
百
坪
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
庁
舎
ま
で
の
取
り
つ
け

道
略
分
を
合
せ
れ
ぽ
七
百
坪

位
に
な
る
見
込
。

図
設
計
は
直
江
津
市
の
山
崎
設

　
計
事
務
所
と
す
る
。

③
五
月
の
は
じ
め
に
請
負
業
者

　
を
定
め
、
完
工
予
定
は
本
牛

　
の
十
月
末
日
と
す
る
・

㈲
坪
当
り
工
事
費
八
万
五
千
円

　
程
度
と
す
る
。

⑤
東
向
き
の
庁
舎
と
し
、
東
、

　
南
、
北
の
三
方
か
ら
は
い
れ

　
る
よ
う
に
取
り
つ
け
道
路
を

　
整
備
す
る
。

㈲
庁
舎
の
ス
タ
イ
ル
は
、
な
る

　
べ
く
「
い
り
も
や
」
。
屋
根

　
は
瓦
ぶ
き
と
し
重
厚
な
感
じ

　
を
も
た
せ
る
。

ω
暖
房
は
ス
チ
ー
ム
と
し
、
便

　
所
は
水
洗
と
す
る
。

⑧
町
民
相
談
室
を
設
け
る
。

⑨
建
築
工
事
費
は
本
工
事
三
千

　
二
百
四
十
万
円
、
附
帯
工
事

　
四
百
万
円
を
見
込
む
。

目項

税
税
料
金
金
金
債
他
計

　
　
付
数
出
出

一
　
　
手

　
　
交
　
　
支
　
　
附
　
　
の

　
　
　
料

　
　
方
　
庫
支

　
　
　
用

町
地
使
国
県
寄
町
そ

①
②
③
④
⑤
⑨
⑦
③
合

ー
馴
一
■
■
●
I
O
一
〇
9
■
1
■
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一
偶
■
置
●
■
●
・
■
置
口
0
0
略
9

1
一
〇
●
0
一
ー
■
■
●
0
●
塵
騨
噂
●
●
・
1
■
．
・
0
．
1
．
．
0
・
蒐

中
卒
、
町
外
へ
四
三
％
進
学
五
二
％

　
　
　
　
　
町
内
に
は
Q
、
五
％

　
今
春
松
之
山
、
浦
田
中
卒
業

者
の
内
訳
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な

つ
て
い
る
が
、
町
外
就
職
者
百

三
十
三
名
は
（
四
三
％
）
、
三

月
の
十
八
日
か
ら
断
続
的
に
、

緑
故
者
や
、
工
場
案
内
人
等
に

と
も
な
は
れ
て
、
就
職
し
た
。

　
三
月
二
十
四
日
に
は
二
十
一

名
が
松
之
山
中
室
岡
先
生
に
引

卒
さ
れ
て
出
発
，
翌
二
r
．
九
口

　
農
地
被
買
収
者
等
に
対
す
る

　
給
付
金
の
請
求
に
つ
い
て

終
戦
後
の
農
地
改
革
で
農
地
を

一
畝
歩
以
上
国
に
買
収
さ
れ
た

方
及
び
そ
の
遺
族
に
対
し
て
給

付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
て
当
町
に
於
い
て
も
二

百
数
十
件
の
申
請
を
受
付
し
認

定
を
受
け
て
居
り
ま
す
が
、
ま

だ
請
求
の
手
続
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
早
急
に
農
業
委
員
会
の

早
朝
上
野
駅
で
、
そ
れ
み
￥
の

就
職
先
へ
元
気
に
引
き
と
ら
れ

て
い
つ
た
。

　
中
学
校
卒
業
者
総
数
三
〇
九

一
名
、
内
町
内
就
職
二
、
町
外

一
就
職
二
二
三
。

　
進
学
者
は
一
六
一
名
で
内
松

之
山
分
校
へ
八
七
、
町
外
高
校

へ
七
四
、
進
学
者
の
比
率
は
五

十
二
％
と
な
つ
て
い
る
。

農
地
報
償
係
に
申
出
て
そ
の
手

続
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
昭
和

四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
請
求
し
な
い
場
合
は
給
付
金

の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
申
添
え
ま
す
。

次
号
予
告

　
本
紙
第
二
十
五
号
は
六
月
十

日
に
発
行
さ
れ
ま
す
。
ご
寄
稿

を
歓
迎
し
ま
す
。

一67一



◎（第24号）山の．
松

たばこ

反
当
、
六
万
一
千
田
の
収
納
（
4
0
年
）

　
　
　
　
　
　
　
四
＋
戸
年
は
価
格
を
五
・
五
七
％
引
き
上
げ

の
び
り
つ
百
七
十
六
％
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
木
町
イ
茅
　
　
苧
入
し
て
、
、
、
械
…

目
の
取
納
を
完
了
し
ま
し
た
の
一

弔
、
ザ
て
の
概
器
、
お
知
鼻
、
｝
．
、
［

ド
こ
＄
作
目
亙

く
－
に
地
、
労
働
と
い
う
生
産
要
一

素
の
飽
に
気
浪
、
技
術
が
加
わ
…

り
戊
り
立
つ
も
の
で
特
に
、
た

ば
こ
作
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
．
労
働
力
を
投
入
し
、
き
わ
め

て
集
約
的
に
臼
わ
れ
て
来
ま
し

た
が
、
最
逝
農
藻
構
造
が
大
き

く
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
た
ば
「

こ
作
に
つ
い
て
も
歩
調
を
合
わ

ぜ
省
力
を
中
心
に
労
働
報
郎
の

増
加
を
す
る
よ
う
、
努
め
で
、
参

り
ま
し
た
。
新
し
い
作
目
を
水

稲
を
基

斡
と
し
て
、
く
み
あ
わ

す
場
合
、
農
家
の
大
切
な
個
定

資
齢
で
あ
る
畑
は
と
か
く
軽
視
．

さ
れ
が
ち
で
、
そ
の
作
口
も
価

格
の
安
定
し
た
も
の
で
短
期
に

決
算
出
来
、
資
本
投
下
も
比
．
怯

的
安
い
も
の
と
い
う
事
で
導
入

し
ま
し
た
が
三
年
間
に
は
種
々

問
題
点
も
あ
り
ま
し
た
。
初
年

度
耕
作
面
積
対
比
紹
和
四
十
年

度
に
お
い
て
一
七
六
％
の
伸
弓

と
な
リ
皆
俵
方
の
御
励
η
に
感
、
総
収
納
代
金
千
百

、

謝
し
ま
す
。
昭
相
四
†
年
伴
に

　
三
†
一
万
円

っ
い
て
は
、
春
の
異
常
蒙
中
－
で
。
収
穫
、
乾
燥
期
に
つ
い
て
は

特
に
由
床
期
に
お
い
て
、
除
雪
㎜
比
較
的
．
財
天
に
恵
ま
れ
又
、
技

畑『
薯栽y

」
ば
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八
二
、
五
五
五
円

　
　
一
三
・
五
α

丑

ノ
ニ
九

一
二
一

二
四

一
〇
四

…
等
彦
く
の
労
を
要
し
孟
術
窩
走
よ
2
…
筥
つ
い

．
爾
期
に
お
い
て
は
、
風
．
雨
巾
責
鋲
て
は
、
K
当
三
五
J
円
の
予
想

よ
る
折
損
被
害
が
発
牛
し
耕
作
通
り
の
好
成
績
を
納
め
ま
し
た
皿

㎜
ぴ
臼
中
九
、
J
％
以
L
か
撃
、
害
申
請

が
、
収
埴
に
つ
い
て
は
折
損
に
｝

そ
し
、
他
作
物
同
様
気
、
翠
弁
よ
り
、
計
画
し
た
収
最
の
八
o

｝
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

』
＝
；
＝
＝
曹
乙
＝
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一
＝
一
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9
，
＝
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3
3
・
3
融
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甲
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一
傅
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』
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昌
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一
亀
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（
南
雲
教
育
長
）

　
四
月
一
日
付
で
教
員
の
異
動

が
丙
わ
れ
た
Q

、
　
た
判
ヒ
ハ
教
ム
目
長
は
、
　
「
－
．
人
体
例

㎜
当
局
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
［

奮
会
や
p
T
A
の
々
㌘

｝も
格
段
の
お
骨
折
り
を
ね
が
わ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

ね
は
な
ら
な
い
」
と
語
つ
て
い
［

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

一
曽
馨
ク
吐
フ
ス
の
田
、
控
っ
一

一
ぎ
σ
と
お
り
　
　
　
　
　
　
皿

　
斯
賛
壁
小
学
校
長
村
山
重
一

郎
、
前
校
長
付
山
伸
（
退
職
）

新
痕
川
小
学
絞
長
高
橋
、
止
保
、

前
校
長
山
岸
留
作
（
奴
奈
川
中

へ
）

　
　
h
岸
校
長
）

！
イ
』
伸
較
長
）

　
結
果
か
ら
見
る
と
郷
、
害
（
風

雨
に
よ
る
折
損
）
の
多
い
年
で

あ
つ
た
が
個
人
差
も
あ
り
最
高

収
納
代
金
二
〇
五
千
円
、
最
低

二
八
千
円
と
な
つ
て
お
り
、
労

働
刀
と
作
付
面
積
の
取
入
方
、

土
地
条
件
を
考
慮
し
て
、
も
う

か
る
た
ば
こ
作
り
に
は
ま
だ
各

耕
作
者
の
実
績
に
よ
り
作
付
面

一
横
等
に
％
い
て
改
孟
口
す
る
要
糸

が
あ
る

にさ　一
親∫れ本’

床ま年共
期す度同
にがよ育
特’り苗
にこ白に
均の桐つ
一品種い
の種にて
温は転
度特換

吟
誘
謙
総
誰
っ
霧
羅
灘
鵬
燃

共
同
育
苗
を
行
い
（
布
川
農
協
一

地
域
で
は
ニ
ケ
所
で
本
年
度
よ
、

り
大
規
模
巽
同
富
を
廻

享
）
梨
謂
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心
鼠
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計

　
農
　
松
　
松
　
布
　
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

一
出
稼
出
来
る
よ
う
に
し
て
行
き

た
い
。

一
二
、
省
力
裁
培
を
積
極
的
に

　
た
ば
こ
作
り
は
（
手
間
）
が

か
か
る
と
云
わ
れ
る
が
今
後
こ

れ
を
解
消
す
る
た
め
に
土
地
条

件
の
整
催
と
、
多
く
の
人
達
の

研
究
に
よ
り
や
さ
し
く
手
問
を

か
け
な
い
た
ば
こ
作
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
研
修
等
に
よ
り

省
力
の
研
究
と
撮
を
多
く
、
良

質
葉
の
生
産
に
努
力
す
る
。

三
、
調
理
機
の
利
用

　
た
ば
こ
の
調
理
期
と
稲
作
の

収
樺
期
が
競
合
し
ま
す
。
共
同

で
出
来
る
だ
け
利
川
し
よ
う
o

　
本
年
度
よ
り
品
種
が
変
り
ま

す
。
三
年
問
作
付
し
た
白
だ
る

ま
種
が
白
桐
種
に
転
換
し
ま
す

一
白
桐
種
は
白
だ
る
ま
種
の
欠

「
点
で
あ
つ
た
。
倒
伏
、
折
損
が

皿
少
な
く
そ
の
点
有
利
と
思
う
。

心
　
裁
培
の
墓
本
は
変
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

』
が
く
わ
し
い
事
は
、
出
稼
か
ら
・

癒
馨
の
宴
つ
て
、
指
豊

．
員
を
中
心
に
部
落
巡
回
指
導
に
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
よ
り
徹
底
し
ま
す
。
　
　
一

一
収
納
価
格
が
改
定
　
一

㎜
さ
れ
ま
し
た

一
引
ヒ
率
へ
白
桐
）
五
、
五
七
％

［
　
　
年
度
　
昭
和
　
　
一
昭
和

π
時
睡
卜
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ー
　
ー

し
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F

優
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四
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年
度

四
土
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引
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三
　
等

月
　
　
窪
ψ

F
　
　
　
＾

五

等

Z1．

○
円

q
翻
、
・
）

P
　
冒
／
だ
＼
、

三
九
〇

二
九
〇
．

五
七
〇

五、

0
0

四
〇
〇

三
一
〇

、
二
〇
・
　
二
三
〇

一
五
〇
一

一
五
〇

．
葉
た
ば
こ
の
価
格
は
等
級
価
格

・
差
が
大
き
く
最
高
と
最
低
の
価

需
縞
四
璽
の
・
割
合
と
な

一
つ
て
お
り
米
麦
の
場
合
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
価
格
苑
が
あ
り

徽
謹
で
曇
窒
の
藁

求
さ
れ
る
の
で
収
量
の
み
で
な

一
く
・
品
質
の
良
票
労
働
報
酬

一
突
き
く
影
響
す
る
・

萎
彦

§彦

給
付
率
は
七
割
（
前
年
ど
お
り
）

　
　
　
　
保
険
税
は
千
八
百
円
ひ
き
さ
げ

同
日
審
議
さ
れ
た
国
民
健
康

一
保
険
事
業
関
係
で
は
保
険
給
付

一
率
を
七
割
、
助
産
及
び
蔀
祭
給

一
付
を
そ
れ
ぞ
れ
二
千
円
の
現
豹

ど
お
り
と
ぎ
め
、
保
険
税
は
一

世
帯
当
り
一
万
一
千
六
百
円
で

前
年
よ
り
千
八
百
円
を
引
き
さ

げ
る
こ
と
と
し
た
。

　
保
険
税
引
き
さ
げ
の
理
由
と

し
て
は
、
直
営
誇
療
所
の
経
営

内
容
が
、
漸
く
好
転
の
見
通
し

が
出
て
ぎ
大
こ
と
、
国
庫
鋪
助

金
の
一
部
が
増
額
さ
れ
た
こ
と

一
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
o

　
国
保
税
は
七
月
ま
で
暫
定

　
本
年
の
保
険
税
は
町
民
税
の

厭
豫
腱
融
融
髄

一

と
し
て
廿
．
月
分
と
同
額
を
徴
収

し
八
月
分
か
ら
確
定
保
険
柳
、
と

な
り
ま
す
の
で
御
了
、
爪
願
い
ま
皿

す
。

　
異
動
届
け
は
必
ず

　
転
入
、
転
出
、
出
生
、
死
亡

、
婚
姻
ま
た
は
他
の
社
会
保
険

に
加
入
、
離
脱
な
ど
の
場
合
は

必
ず
「
国
保
被
保
険
証
」
と
認

印
を
も
つ
て
役
場
の
係
ま
で
お

届
け
下
さ
い
。

　
こ
と
に
三
月
、
四
月
は
い
ろ

い
ろ
の
こ
と
で
人
の
異
動
が
多

い
季
節
で
す
。

　
昭
和
四
十
一
年
度
の
被
保
険

者
は
四
月
一
日
現
在
で
決
定
さ

れ
ま
す
。
該
当
世
帯
で
は
、
至
一

急
届
け
出
て
下
さ
い
。
浦
田
支

所
区
域
は
浦
田
診
療
所
本
山
書

記
に
、
松
之
山
地
城
は
役
場
ま

で
ご
足
労
ね
が
い
ま
す
。

　
又
新
し
い
被
保
険
者
証
は
本

年
六
月
に
交
付
さ
れ
ま
す
・

　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

迷
つ
て
い
る
郵
便
物

　
　
　
あ
て
先
に
は
家
号
世
帯
主
の
名
も

　
　
　
差
出
人
の
名
前
は
必
ず
か
い
て

　
こ
の
頃
松
之
山
郵
便
局
で
、

や
り
ど
こ
ろ
の
な
い
郵
便
物
や

あ
て
先
が
わ
か
ら
な
く
て
配
達

が
、
お
く
れ
て
し
ま
う
郵
便
物

が
多
く
な
つ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は

一
、
あ
て
先
の
文
字
が
読
み
と

　
れ
な
い
も
の
。

二
、
部
落
名
が
書
い
て
な
い
も

　
の
。

三
、
あ
て
先
も
わ
か
ら
な
い
が

　
差
し
出
し
人
の
名
前
や
住
所

　
も
書
い
て
な
い
も
の
。

四
、
同
姓
同
名
で
あ
つ
て
家
号

　
等
が
か
い
て
な
い
の
で
配
達

　
が
お
く
れ
て
し
ま
う
も
の
。

な
ど
で
す
が
、
最
近
と
く
に
増

え
た
予
供
さ
ん
の
郵
便
物
で
、

家
号
や
、
世
帯
主
が
わ
か
ら
な

く
て
ひ
と
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
あ
つ
ち
へ
開
き
、
こ
つ
ち
へ

尋
ね
て
歩
い
た
が
遂
に
配
達
で

き
な
か
つ
た
と
き
の
張
り
あ
い

な
さ
…
…

　
折
角
の
郵
便
物
を
大
切
に
早

く
配
達
す
る
た
め
次
の
こ
と
に

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す

※
　
差
出
人
の
住
所
、
氏
名
は

　
必
ず
か
い
て
下
さ
い
。

　
名
の
時
、
女
の
方
宛
の
も
の

　
に
は
必
ず
家
号
、
叉
は
世
帯

　
主
の
名
前
を
か
い
て
下
さ
い

　
う
ね
が
い
ま
す
。

　
ま
た
新
し
く
転
入
、
転
出
し

　
た
と
き
、
届
出
が
な
い
と
差

　
出
し
人
に
戻
さ
れ
て
し
ま
い

　
ま
す
。
郵
便
局
へ
も
ご
一
報

　
ね
が
い
ま
す
。

※
　
子
供
さ
ん
宛
や
、
同
姓
同

※
　
表
札
も
掲
げ
て
下
さ
る
よ

　
本
年
度
の
引
上
は
昨
年
と
異

り
、
二
等
以
下
に
つ
い
て
も
若

千
引
上
ら
れ
た
の
で
本
町
に
お

い
て
も
有
利
と
思
わ
れ
る
。

皆
様
方
の
御
理
解
を

　
葉
た
ば
こ
耕
作
の
場
合
専
売

品
と
し
て
の
生
産
は
耕
作
生
産

さ
れ
る
ま
で
の
工
程
が
問
題
で

あ
り
、
流
通
に
お
い
て
は
紗
な

く
と
も
現
段
階
で
は
問
題
で
な

い
、
こ
れ
が
換
金
を
目
的
と
す

　
　
　
　
　
　
る
畑
作
物
と
し

　
　
　
　
　
そ
昭
和
三
十
八

　
　
四
〇
円

　
　
　
　
　
犀
度
よ
り
導
入

　
　
　
　
　
　
し
た
大
き
な
理

　
　
』
四
〇
円

　
　
　
　
　
　
由
で
あ
る
が
、

　
　
一
〇
円

　
　
　
　
　
　
米
を
主
幹
と
し

　
　
　
　
　
　
て
今
後
二
～
三

　
　
二
〇
円

　
　
　
　
　
　
の
作
目
を
組
入

　
　
一
〇
円

　
　
　
　
　
　
れ
て
、
営
農
体

　
　
　
　
　
　
系
を
樹
立
す
る

　
　
　
　
　
　
場
合
、
と
か
く

組
あ
わ
す
と
、
新
し
い
作
目
を

も
の
）
ず
き
と
（
め
ず
ら
し
い

云
う
見
方
を
す
る
領
向
も
無
い

で
は
な
い
が
、
本
町
に
お
い
て

畑
を
活
用
す
る
面
か
ら
し
て
、

最
底
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
二

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
葉
た
ば
こ
面

積
を
く
み
入
れ
る
事
も
必
要
と

思
わ
れ
る
。

　
　
繋
㎜
嘲
㎜

醜
債
痂
㈹
鷲

金料　
　
　
　
円
　
円
　
　
円

　
　
料

　
　
　
　
o
o
　
o
o
　
o
o

　
　
備

　
　
　
　
0
　
　
∩
∪
　
　
　
0

設　
　
設

　
　
　
　
∩
U
　
　
O
　
　
　
∩
》

新　
　
料

　
　
　
　
円
　
円
　
　
円

　
　
　
　
o
o
　
o
o
　
o
o

　
　
入

話　
　
加

　
　
　
　
3
　
　
3
　
　
　
Q
u

　
　
績

　
　
　
　
独
　
同
　
の
同

電　
　
種

　
　
　
　
　
　
　
　
上

　
　
　
　
　
　
共
以

　
　
入

　
　
　
　
単
　
2
　
3
共

　
　
加

　
　
用

　
　
　
　
円
　
円
　
円
　
円

　
　
宅

　
　
　
　
70
　
7
0
　
90
　
2
0

　
　
住

　
　
　
　
【
9
　
　
り
Q
　
　
2
　
　
2

料

　
用
肋
円
円
円
円

冠
務
業
5
・
m
8
・
η

使
藩
…
9
6
4
3

　　毎月の
　　利用種別
加入種類

単　　 独

2　共　同

3．4共同

5共同以上

以
上
は
普
通
加
入
区
域
の
料
金

で
普
通
加
入
区
域
外
は
新
設
の

場
合
は
工
事
費
の
実
費
、
毎
月

の
使
用
料
は
巨
難
に
よ
つ
て
附

加
使
用
料
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
　
（
四
面
最
後
部
に
続
く
）
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町
か
ら
は
毎
年
一
千
人
を
も

上
ま
わ
る
出
稼
者
が
あ
る
。

　
出
稼
の
あ
と
は
、
家
屋
に
残

る
お
く
さ
ん
達
や
、
嫁
さ
ん
達

に
日
常
の
仕
事
の
重
み
が
ず
し

ん
と
肩
代
り
さ
せ
ら
れ
る
。

　
出
る
者
、
残
る
者
、
い
つ
の

日
か
ら
は
じ
ま
つ
た
の
か
、
お

く
さ
ん
達
は
「
も
う
馴
れ
つ
こ

だ
か
ら
」
と
い
つ
て
明
る
い
。

　
女
だ
け
が
知
る
心
境
だ
と
も

い
う
。

　
だ
か
、
い
つ
に
な
い
不
況
だ

と
い
う
便
り
に
心
を
曇
ら
せ
、

子
供
達
の
就
職
の
こ
と
で
一
人

の
淋
し
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
と
も
い
う
。

　
暮
の
十
二
月
二
十
三
日
、
浦

田
支
所
で
出
稼
の
夫
を
も
つ
婁

十
七
人
の
座
談
会
を
開
き
ま
し

た
。
い
つ
わ
ら
な
い
女
だ
け
の

話
を
お
聞
・
き
い
た
だ
き
た
い
。

出
席
者

西
の
前
南
雲

上
の
川
畔
上

田
朋
田
　
保
坂

ヒ
瑠
甫
H
生
い
泰

ゴ
　
マ
ヨ
イ
う
リ
ロ

〃
　
　
小
堺

樋
田
　
小
堺

〃
　
　
南
雲

湯
の
島
竹
内

倫
H
根
久
保
田

　
〃

藤
日
、
・

〃、
「
ヨ
　
　
H
q
、
一

お
ヒ
　
　
で
ヤ
ズ

〃
　
　
石
塚

』
．
）
　
ー
　
し
5

ー
び
口
↓
ノ
目
P

主
人
の
出
稼
先

東
車
鼠
ワ
て
ば
や

　
　
ク

三
重
県
と
び
職

東
京
電
機
工
場

一
果
京
の
．
工
場

〃
　
そ
ば
や

〃
　
》
、
、
は
や

〃
　
そ
ば
や

〃
　
い
も
弔
、
冗
り

愛
知
県
土
建
業

束
京
製
本
工
揚

ル奈
良
県
土
建
業

東
京
い
も
売
り

h
“
…
ぢ
廷
澗
り

、
評
ロ
μ
．
蟄
合
六

八
里
も
九
里
も
牽

　
い
も
売
り
、
だ
が

　
　
不
景
気

「
い
も
屋
も
同
業
者

が
多
く
な
り
す
ぎ
て

今
ま
で
よ
り
景
気
は

落
ち
臼
て
き
た
と
い

つ
て
い
る
」

「
都
心
で
は
な
く
て

郊
外
が
よ
く
売
れ
る

だ
か
ら
一
日
に
八
～

九
里
も
歩
く
の
だ
そ

う
で
す
」

「
家
の
人
も
今
年
、

は
じ
め
て
い
も
売
り

に
行
つ
た
が
、
ダ
メ

で
い
ま
戦
友
に
厄
介

に
な
つ
て
い
る
。
い

も
売
り
も
一
日
に
や

つ
と
一
俵
し
か
売
れ

ね
い
よ
う
で
は
商
売

に
な
ら
ね
と
い
う
」

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
に
、

　
押
さ
れ
る
そ
ば
屋

　
　
　
、
　
．
．
、
、
手

、
1
一
同
、
同
感
す
。

一
「
だ
か
ら
ダ
ラ
シ
な
く
な
る
み

π
い
…
」

…
…
一
同
笑
い
…
：

　
「
し
か
し
嫁
の
時
代
は
や
は
り

㎜
淋
し
い
。
姑
へ
の
気
兼
ね
も
あ

至
り
、
年
代
に
よ
つ
て
違

一う
」

　
「
い
ち
が
い
に
気
楽
だ
と
い
つ

て
も
…
…
こ
の
気
楽
さ
は
女
で

な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
思
う
」

　
嫁
の
小
使
い
は
別
封
に
し
て

㎜
飯
齢
締
韓
腿

多
い
の
で
は
な
い
か
。
送
金
し

て
も
お
や
じ
さ
ん
宛
に
な
つ
て

し
ま
う
か
ら
」

　
「
私
の
家
で
は
そ
ば
尾
を
も
う

十
何
年
も
や
つ
て
㌧
る
力

紙
で
は
今
ま
で
に
な
い
不
景
気
｝

だ
と
い
つ
て
い
る
。
イ
γ
ス
タ

ン
ト
に
押
さ
れ
て
…
…
。
一

ち
で
は
去
年
炭
鉱
で
負
傷
．

し
て
、
そ
こ
で
は
も
う
働
け
た

『
い
の
で
、
今
年
は
じ
め
て
そ
ば

屋
へ
…
…
O
」

　
「
樋
田
の
方
々
は
、
そ
ば
売
り

で
は
も
う
ベ
テ
ラ
ソ
ば
つ
か
り

で
す
。
し
か
し
手
紙
は
な
か
な

一か
こ
な
い
。
だ
か
ら
子
供
は
、

『
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
ぜ
』
『

と
い
い
ま
す
。
ゆ
く
え
不
明
に
一

な
つ
た
ら
困
る
と
い
う
の
で

一
す
」
：
…
二
同
笑
い
…
．

㎜　
「
手
紙
を
寄
こ
さ
な
い
の
は
景

気
が
よ
く
な
い
か
ら
だ
と
思

う
」

　
「
三
度
も
職
場
を
変
え
て
し
ま

一
つ
た
の
で
、
失
業
保
険
に
引
つ

か
か
ら
な
い
心
配
も
あ
る
と
い

う
人
も
い
る
」

　
「
ヂ
供
達
も
『
出
稼
の
旅
費
位

は
か
せ
い
で
も
ら
い
た
い
ね
』

と
い
つ
て
い
ま
す
」

　
ト
ビ
職
は
ま
ア
く

　
「
，
私
の
と
こ
ろ
は
ト
ビ
職
で
す

．
止
月
ま
で
の
仕
諭
も
手
い
つ
ば

不
蓬
、
．
斐
妻
あ
く
だ

と
㌧
つ
て
い
ま
す
」

　
女
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い

　
気
持

　
「
主
人
が
出
稼
で
淋
し
い
と
い

う
こ
と
は
・
一
．
螺
い
。
も
う
馴
れ
つ

こ
と
い
う
こ
と
で
し
よ
う
か
。

【
正
直
い
っ
て
気
楽
で
す
…
…
」

「
、
だ
か
ら
主
人
が
気
を
き
か
せ

て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
。
手
紙

の
中
に
同
封
す
る
な
ど
し
て

』
お
前
の
小
使
い
だ
』
と
い
つ

て
…
…
」

　
よ
ろ
め
き
の
心
配
は
な
い

「
出
稼
中
に
よ
ろ
め
く
心
配
は

な
い
。
だ
つ
て
い
も
売
り
に
寄

つ
て
く
る
女
な
ん
て
い
な
い
で

し
よ
？
」

「
人
間
二
分
、
猿
八
分
と
い
う

気
持
で
働
く
ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
う
で
な
い
と
金
は
の
こ
ら
な

い
か
ら
…
…
」

　
「
こ
の
難
儀
を
す
れ
ば
都
会
で

C
喰
つ
て
行
窪
い
竿
窪

一
い
。
と
主
人
は
い
い
ま
す
」

一
　
一
番
の
心
配
は
ケ
ガ
、

　
子
供
の
就
職
相
談
の
こ
と

　
「
一
番
の
心
配
は
、
仕
事
中
の

　
ケ
ガ
、
そ
れ
か
ら
交
通
事
故
…

　
…
」

「
…
二
同
、
同
感
・
…

　
「
私
は
子
供
の
就
職
の
こ
と
で

＝
番
困
り
ま
し
た
．
相
談
す
る

も
の
が
な
い
の
で
す
。

　
子
供
は
女
親
で
は
頼
り
に
な

　
ら
な
い
と
い
う
の
か
、
だ
ま
つ

て
泣
い
て
い
た
。
だ
か
ら
勉
強

　
に
も
身
が
入
ら
な
い
…
…
。

　
就
職
の
こ
と
な
ど
は
手
紙
で

、
は
な
か
く
う
ま
く
書
け
な
い

　
し
…
…
」

　
「
私
は
健
康
保
険
の
手
続
き
の

一
こ
と
で
困
り
ま
し
た
。
主
人
の

一
現
場
か
ら
役
所
ま
で
は
遠
く
て

一
用
事
も
思
う
よ
う
に
足
せ
な
い

　と

い
う
し
…
…
」

　
「
出
稼
者
と
の
こ
ま
か
い
相
談

　ごと

な
ど
を
や
れ
る
方
法
を
、

　
町
で
考
え
て
ほ
し
い
と
思
う
」

　
…
ム
同
、
同
感
す
…
：

　
お
前
は
幸
福
だ
か
い
…
…

　
　
ハ
ツ
と
す
る
親

　
「
私
の
と
こ
ろ
は
、
年
中
の
殆

出
稼
し
て
い
る
。
子
供
か
ら
、

　
『
お
前
は
百
姓
が
好
き
か
い
』

　
『
幸
福
だ
か
い
』
と
聞
か
れ
る

　こと

が
あ
る
。
『
あ
あ
幸
福

だ
』
と
答
え
な
が
ら
、
内
心
ハ

　
ツ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

　
る
。

　
「
一
人
で
難
儀
を
す
る
母
を
み

　
て
い
て
、
子
供
も
や
は
り
淋
し

　
い
と
思
つ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

」

　
「
暮
し
づ
ら
く
な
つ
た
こ
と
で

　
は
、
百
姓
も
月
給
取
り
も
同
じ

　
な
ん
じ
や
な
い
か
？
収
入
と
支

出
の
追
つ
か
け
つ
こ
で
す
も
の

薪
が
石
油
に
代
る
、
機
械
も
だ

　
ん
く
便
利
な
も
の
に
更
新
さ

」

　
「
出
稼
収
入
を
あ
て
で
喰
つ
て

　
行
く
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
不

　
安
だ
と
こ
の
頃
よ
く
考
え
る
」

　
地
元
で
働
き
た
い

　
「
浦
田
で
土
木
工
事
も
あ
る
が

　
女
人
夫
は
余
り
歓
迎
し
な
い
。

　
し
か
し
地
元
で
工
事
が
あ
れ
ば

　
出
た
い
と
思
う
」

　
「
去
年
バ
ン
背
負
い
し
た
人
達

，
は
、
こ
と
し
は
み
ん
な
や
め
た

　
夏
に
な
つ
て
こ
の
人
達
全
部
が

　
医
者
通
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
く
な
つ
た
の
で
、
や
は
り
無
理

　
が
た
た
る
の
孟
、
」
は
な
い
だ
ろ
う

　
か
」

　
俵
あ
み
位
は
良
分
の
手
で

「
松
之
山
で
は
俵
は
や
め
た
と

い
う
が
、
浦
田
で
は
今
年
も
俵

が
必
．
要
で
す
。
俵
あ
み
位
は
自

分
で
や
り
た
い
。
き
れ
い
に
出

来
た
と
ほ
め
ら
れ
れ
ば
や
は
り

　
肥
育
牛
反
省
会

　
　
－
新
田
部
落
十
四
名
が
…

う
れ
し
い
」

「
私
は
牛
の
肥
育
で
頑
．
張
り
た

い
と
思
う
。
他
に
い
い
仕
昂
も

で
き
な
い
し
；
…
己

　
　
　
写
真
は
当
目
の
座
談
会

個
人
差
が
、
あ
つ
て
一
概
に
は

い
え
な
い
点
も
あ
る
。
肥
育
管

部
簗
舞
魏
蕉
鞭
瞭
鍵

保
田
年
松
さ
ん
ほ
か
十
四
名
は
　
な
お
新
田
部
落
で
は
現
在
七

兎
口
温
泉
で
、
反
省

会
を
ひ
ら
い
た
。

　
一
同
は
、
農
協
の

南
雲
技
術
員
か
ら
話

を
聞
い
た
の
ち
、

浦
田
農
協
で
は
昭
和

四
十
年
に
百
九
十
五

頭
の
肥
育
牛
を
出
荷

し
た
が
、
新
年
度
は

二
百
五
十
頭
を
目
標

に
し
て
い
る
。
主
人

が
出
稼
し
た
あ
と
、

主
婦
の
手
で
飼
い
つ

づ
け
る
の
は
容
易
で

な
い
の
で
や
め
て
ゆ

く
者
も
い
る
が
、
畜

舎
が
あ
つ
て
、
飼
う

気
持
さ
え
あ
れ
ば
ま

だ
く
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
る
十
％
の
農
家
が
肥
育
を
お
こ
な

の
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
つ
て
お
り
、
一
人
で
六
頭
を
出

　
収
益
が
ど
の
程
度
出
る
か
は
荷
す
る
農
家
も
あ
る
・

　
　
精
神
衛
生
相
談
所
ひ
ら
く

　
四
月
一
日
か
ら
精
神
衛
生
相
　
　
て
日
常
生
活
に
さ
し
つ
か
え

談
所
が
大
島
保
健
所
で
毎
月
つ

ぎ
の
要
領
で
ひ
ら
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
相
談
に
な
ら
れ
る
場
合
は

直
接
保
健
所
へ
又
は
、
役
場
厚

生
係
経
由
で
ご
利
用
下
さ
い
。

一
、
日
時
　
毎
月
第
三
火
曜
日

　
十
三
時
～
十
五
時

二
、
担
当
者
　
高
田
西
城
病
院

　
医
師

三
、
対
象

①
前
に
受
診
し
て
医
療
を
す
す

　
め
ら
れ
た
が
そ
の
ま
ま
に
な

　
つ
て
い
る
者
或
は
そ
の
家
族

⑧
診
療
を
う
け
た
こ
と
の
な
い
・

　
精
神
障
害
煮
と
思
わ
れ
る
者

　
あ
る
い
は
そ
の
家
族
。

㈹
乳
幼
児
検
診
の
結
果
等
に
よ

　
り
精
神
的
に
問
題
が
あ
る
と

　
認
め
ら
れ
る
者
Q

　
性
格
や
行
動
が
心
配
な
子
供

　
あ
る
い
は
知
恵
お
く
れ
、
ひ

　
ぎ
つ
け
等
の
あ
る
子
供
。

　
自
分
の
性
格
に
つ
い
て
悩
ん

　
だ
り
精
神
的
な
不
安
が
あ
つ

　
る
よ
う
な
者
。

以
上
の
ほ
か
精
神
の

健
康
に
つ

い
て
　
　
に
ご
　
　
に
お
い
で

下
さ
沁
P
ミ
、
き
ミ
ヘ
●
、
9
～

五月八日は
　新潟県知事の
選挙投票日

亀
　
　
毒

　
子
供
さ
ん
の
小
学
校
入
学
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
ま
す
。

　
こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
の
お
手

元
に
届
く
頃
ぼ
、
子
供
さ
ん
は

ラ
ソ
ド
セ
ル
を
背
に
ほ
ほ
を
紅

潮
さ
せ
て
学
校
へ
友
達
と
い
つ

し
よ
に
通
い
、
皆
さ
ん
は
安
堵

の
胸
を
な
で
て
い
ら
っ
し
や
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
で
も
油
断
は
禁
物
で
す
。
元

気
に
通
学
し
て
い
た
子
供
が
、

急
に
学
校
へ
行
く
の
を
い
や
が

．
つ
た
り
、
無
口
に
な
つ
た
り
、

顔
色
が
悪
く
な
つ
て
食
欲
が
な

く
な
つ
た
り
等
、
心
や
身
体
の

変
化
を
起
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
そ
の
原
囚
は
、
家
と
い
う
小

さ
な
平
利
な
生
活
集
団
か
ら
、

学
校
と
い
う
大
き
な
緊
張
し
た

社
会
集
団
に
入
つ
た
為
、
子
供

は
大
変
疲
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
で
す
か
ら
朝
は
明
る
く
送
り

出
し
、
帰
宅
後
は
優
し
く
迎
え

十
分
な
栄
養
や
休
養
や
睡
眠
を

与
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
だ
か
ら
と
い
つ
て
大
事
に
し

過
ぎ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
子
供

の
心
身
の
状
況
を
よ
く
観
察
し

自
主
性
を
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

　
靖
、
う
で
す
、
思
い
出
し
ま
し

た
。
小
学
生
に
な
つ
た
と
同
時

に
赤
ち
や
ん
扱
い
は
や
め
ま
し

よ
う
。
家
の
者
全
体
が
、
か
ん

た
ん
な
こ
と
で
も
子
供
の
意
見

を
き
い
て
や
り
、
よ
い
音
心
見
の

と
ぎ
に
は
と
り
い
れ
て
や
り
、

反
面
自
分
の
い
つ
た
こ
と
や
行

一
い
に
責
任
を
持
つ
よ
う
に
さ
せ

一
子
供
に
た
い
し
て
一
人
ま
え
に

扱
う
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す

　
学
校
と
い
う
と
す
ぐ
に
勉
強

を
考
え
、
勉
強
と
い
う
と
す
ぐ

に
教
科
書
を
考
え
ま
す
。
一
年

生
位
の
子
供
は
、
毎
日
の
遊
び

の
中
で
も
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
し

い
こ
と
を
知
り
勉
強
し
て
い
き

ま
す
か
ら
、
子
供
の
遊
び
を
大

切
に
し
、
毎
日
を
楽
し
く
す
ご

さ
せ
る
工
夫
を
し
て
や
り
た
い

も
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
中
で

一教
科
書
に
よ
る
勉
強
を
す
こ
し

づ
Σ
確
実
に
や
っ
て
い
く
習
慣

頚
け
て
慾
い
と
思
い
享

　
習
慣
作
り
に
は
例
外
は
禁
物

で
す
。
特
に
一
年
生
位
の
子
供

に
は
特
別
な
事
情
の
時
以
外
は

多
少
無
理
が
あ
つ
て
も
身
に
つ

・
く
ま
で
根
気
よ
く
や
ら
せ
る
こ

と
が
、
よ
い
習
慣
作
り
の
基
本

で
す
。
こ
の
時
代
に
作
ら
れ
た

よ
い
習
慣
は
子
供
の
生
涯
の
宝

に
な
り
ま
し
よ
う
Q

　
よ
い
習
慣
と
し
て
、
親
子
で

へ
濡
合
の
こ
凄
こ
の
時
鞭
つ

璽
騨
駄
禦
い
鴛

一の
珍
し
い
、
両
親
も
知
ら
な
い
と

思
つ
て
い
る
経
験
を
し
ま
す
。

人
間
は
新
し
い
経
験
や
、
人
の

知
ら
な
い
経
験
を
他
人
に
話
し

た
い
、
殊
に
最
も
愛
す
る
人
に

伝
え
た
い
本
能
を
持
つ
て
い
る

一
も
の
で
す
。
多
少
う
る
さ
く
て

も
、
忙
し
く
て
も
我
慢
し
て
、

裳
臥
．

轡
難
．

こ
の
チ
　
の
ボ
だ
を
　
し
て
や

『
る
こ
た
よ
つ
て
芋
供
は
毎

震
学
校
謡
壷
奄
の
に

亘
摯
の
心
の
温
い
交
蘂

・
為
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

一
と
い
つ
て
毎
日
き
ま
つ
て
「
き

　
よ
う
は
　
を
お
つ
た
の
ヒ
と
　

翻
の
勉
楚
こ
だ
わ
つ
藷

一
合
い
髪
る
と
、
子
綾
話
し

㎜
て
く
れ
ま
せ
ん
。
　
「
き
よ
う
は

一
何
し
て
遊
ん
だ
の
、
面
白
か
つ

［
た
」
と
ぢ
天
口
に
、
誓
を

一
中
心
と
し
、
そ
の
中
に
教
梨
口

罰
簿
耀
甥
就
糀

　
あ
れ
こ
れ
と
述
、
、
へ
ま
し
た
が

大
切
な
こ
と
を
忘
れ
る
と
こ
ろ

で
し
た
。
そ
れ
は
子
供
の
前
で

先
生
を
批
一
評
し
ま
す
と
、
先
生

を
信
頼
し
な
い
手
供
に
な
り
教

育
が
う
ま
く
で
ぎ
な
く
な
り
ま 松之山小学校長　相沢喜敏

す
。
叉
他
所
の
人
に
、
子
供
の

い
る
前
で
「
こ
の
子
は
勉
強
が

で
き
な
く
て
困
り
ま
す
」
な
ど

と
い
い
ま
す
と
、
子
供
は
自
信

を
失
い
劣
等
感
を
も
つ
て
し
ま

い
ま
す
。
な
お
「
勉
強
し
な
い

と
（
そ
ん
な
に
悪
い
子
だ
と
）

先
生
に
い
い
つ
け
ま
す
よ
」
と

先
生
に
依
存
し
た
叱
り
方
を
し

ま
す
と
、
学
校
嫌
い
に
な
り
ま

す
。

　
終
り
は
手
前
み
そ
に
な
り
ま

し
た
が
、
大
切
な
こ
と
な
の
で

書
き
ま
し
た
。
何
事
も
始
め
が

大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
長
い

学
校
生
活
を
豊
か
に
し
て
や
る

た
め
に
、
入
学
後
二
月
位
格
段

の
教
育
的
配
慮
を
御
願
い
し
ま

す
Q

　
　
　
四
月
十
六
日
午
前

く　
　
九
時
か
ら
町
役
場
で

開
昭
和
四
＋
一
年
の
新

　
　
部
落
総
代
会
が
開
催

ム
ム

　
　
　
さ
れ
た
Q

代　
　
　
席
上
佐
藤
町
長
か

　
　
　
ら
新
年
度
町
の
一
般

総　
　
会
計
予
算
並
び
に
主

落
な
事
業
計
画
に
つ
い

部
て
説
明
が
あ
り
こ
と

　
　
　
に
役
場
庁
舎
の
改
築

新
扱
び
中
小
学
校
の
増

築
な
ど
匹
つ
い
て
苦
し
い
財
政

の
中
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
つ

て
い
る
の
で
貴
職
を
始
め
部
落

民
各
位
か
ら
特
段
の
御
協
力
を

お
願
い
し
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ

つ
た
。

一
総
代
の
氏
名
次
の
通
り

松
之
山

東中蒔中天天湯湯上下大小水新尖兎
　　　　水水　　川川荒
川尾倉坪、臨越本由手手石谷梨山問口

上
鍛
地

山
岸
茂
勝

樋
口
正
利

樋
口
正
武

山
川
、
炉
忠
雄

和
久
井
広
古

和
久
井
豊
次

高
沢
利
一

志
賀
幸
一

村
山
正
民

小
野
塚
政
栄

村
山
福
太
郎

佐
藤
秀
一

高
橋
定
安

小
野
塚
袈
裟
松

若
月
叉
古

盲
同
橋
謙
一

小
野
塚
辰
平

小
野
塚
士
・
蔵

下
鰯
地

五
十
子
平

湯新曾藤本赤坪

島田根原山倉野

中
立
山

田
麦
平

樋崩坂月

口田中地

北
浦
田

西
ノ
前

黒
　
倉

上
の
山

鈴
木
新
士
・

涌
井
政
信

村
山
士
・
太
郎

村
山
昭
一
一

渡
辺
虎
雄

佐
藤
春
一

本
山
一
平

久
保
田
年
松

丸
林
　
　
学

村
山
　
　
正

本
山
辰
一
一

士
心
賀
金
作

竹
内
徳
義

中
条
悦
子

本
山
春
士
・

本
山
清
蔵

南
雲
善
雄

布
施
源
一
郎

佐
藤
士
・
二

　
交
通
安
全

　
松
之
山
町
運
転
者
協
会
代
議

員
会
を
開
く
。
四
月
二
十
五
日

午
前
十
時
か
ら
松
之
山
町
役
場

で
開
ら
か
れ
る
。
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昨
年
の
稲
作
反
省
と

　
　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
計
画

　
　
　
　
　
農
業
改
良
普
及
員
樋
口
重
雄

　
前
号
に
お
い
て
は
主
と
し
て

品
種
や
水
稲
被
害
に
つ
い
て
考

え
て
見
た
が
昨
年
は
特
に
晶
尚
標

地
に
お
い
て
、
七
月
低
温
と
植

付
遅
延
に
よ
る
冷
害
現
象
が
強

く
出
て
被
害
を
大
き
く
し
て
い

る
。

　
作
柄
の
悪
い
の
は
異
常
気
象

　
の
み
で
な
い

　
こ
の
よ
う
に
気
象
と
の
関
係

は
深
く
、
そ
の
年
の
豊
凶
を
左

右
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ

と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
た
だ

そ
れ
の
み
に
拘
泥
す
る
こ
と
は

今
日
の
技
術
革
命
の
世
に
あ
つ

て
進
歩
も
発
展
も
期
待
出
来
な

い
。
そ
こ
で
そ
の
原
因
を
今
少

し
突
込
ん
で
考
え
て
見
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。
近
年
と
か
く

農
業
と
い
う
も
の
の
見
方
を
斜

陽
産
業
視
さ
れ
て
い
る
が
他
産

業
と
の
較
差
を
ど
う
調
整
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
な
く
頭
か
ら

「
農
業
は
駄
目
」
だ
と
考
え
る

と
な
る
と
そ
の
底
流
す
る
考
え

が
行
動
と
な
つ
て
現
わ
れ
「
省

力
」
の
み
に
走
り
、
農
外
収
入

が
稲
作
よ
り
安
定
産
業
か
の
よ

う
に
誤
解
す
る
向
も
あ
ろ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
社

会
状
勢
の
中
で
止
む
を
得
な
い

と
す
る
考
え
も
あ
る
が
今
少
し

農
業
で
起
つ
心
構
え
に
踏
切
る

こ
と
が
稲
作
を
安
定
化
す
る
第

一
歩
で
あ
ろ
う
。

　
三
ち
や
ん
農
業
と
い
え
主
婦

農
家
と
い
わ
れ
る
現
在
の
農
業

労
力
の
質
か
ら
し
て
は
作
付
の

遅
れ
、
人
ま
ね
農
業
、
適
期
適

作
業
の
不
履
行
な
ど
が
平
年
度

で
あ
つ
て
も
作
柄
低
下
を
起
こ

す
大
き
な
原
因
と
考
え
ら
れ
、

昨
年
の
不
作
が
異
常
気
象
の
み

に
責
任
転
嫁
し
て
諦
め
て
い
る

傾
向
に
あ
る
が
、
も
つ
と
技
術

対
策
の
不
足
か
ら
と
反
省
し
再

び
不
作
の
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
予
約
農
家
の
＝
三
％
が
減
額

　
鶴
正
し
て
い
る

　
町
内
一
、
六
五
八
農
家
の
う

ち
約
七
七
％
に
当
る
一
、
二
七

九
戸
が
三
〇
、
七
四
八
俵
の
予

約
を
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
予
約
農
家
の
う

ち
の
二
三
％
に
当
る
二
九
四
戸

が
一
、
三
二
九
俵
の
減
額
補
正

を
し
一
戸
平
均
四
俵
半
を
出
し

切
れ
す
に
終
つ
て
い
る
。

　
こ
の
減
額
補
正
を
地
域
刷
に

見
る
と
第
一
表
の
よ
う
で
あ
る

が
地
域
別
に
そ
の
差
が
は
つ
き

り
出
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
　
　
　
％

　
　
家
家

一
正　
　
農
農

扁　
　
　
　
　
　
　
り
　

ロ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
正
約

　
　
　
　
　
　
鳳
、
娠

⑩
蝦

一
題
補
予

臓
．
者
当
量

　
　
　
　

俵

魎
象
戸
額

　
　
　
　
　
　
　
　
懇
澄
5

　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
2

　
対
1
減

　
　
　
　
　
　
　

4
2
5
4

　
　
　
　
　
　
4

［
農　
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二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
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紅
額
者

　
　
　
　
［
人
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－
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7
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8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
　
『
r
∩
コ

　
　
　
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2

表　
　
減
対

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
山
里

　
　
　
　
　
　
　
　
州
田

漣
画
」
鯉
鴎
障

　
即
ち
松
里
で
は
予
約
農
家
の

う
ち
四
五
％
が
減
額
し
補
正
を
τ

受
け
て
お
り
そ
の
量
は
唄
戸
平

均
二
三
俵
の
予
約
の
う
ち
四
、

四
俵
を
占
め
る
。
浦
田
で
は
一

戸
平
均
二
八
俵
の
予
約
の
と
こ

ろ
約
六
俵
の
減
額
を
し
て
い
る

が
予
約
階
層
別
に
減
額
量
を
見

る
と
第
二
表
の
よ
う
に
な
る
。

三
％
に
あ
た
る
。
ま
た
八
O
～

九
〇
俵
台
の
予
約
者
は
六
、
七

％
の
減
額
量
で
少
な
く
逆
に
九

来
た
し
田
植
が
お
く
れ
後
々
ま

で
響
い
て
取
か
え
し
が
つ
か
な

く
な
る
の
で
綿
密
な
計
画
を
た

一第2表』、売］り渡隻米画薩翻1減額量分互 婆

鰭対象者醐1二購減額羅
　　　　　　　　　里　　　 　　　　は
1　俵　　人　　登…　俵　　％減

　1～922401．830．1額10～19一60－78r－310一一－．6…，対
！2・≡29三ヱ9二』33・二 4・之二18［31権

30－3957 、27疋
一

4、8 1生■＿の
、40－49 38　245　6．5　15．3　み
1二i50…59 20 13668 1351二の

60～69 12　88　7．3　12，2 ・分

70～79 1　　2　2．0　2．9　 類

80～893 165．36．7で　　　　　　　　　　　　　　　　あ
1醤0肌Z 16』二8・9　8・9 ．、る

　I，i・　29413，乙9　4．b　15．8　）
に良　山てにわ本なてのこるはの易
確い苗適みジ♪才しゴトるい反うとくオく損
保苗の期たいる嘆のる省し、思ろ安傭
すを確にいて1、点でとをたわし定と
る適床良り考どとヰ、lf長加殖れてさ／ノ1

こ期をいえi思にくえ作るいを超

俵
未
満
の
予
約
者
は
三
〇
％
を

減
額
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不

作
を
示
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

結
果
を
見
る
こ
と
に
よ
り
地
域

別
に
ま
た
個
人
別
に
豊
凶
の
差

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
特
に

売
り
渡
し
量
の
少
な
い
兼
業
農

　
　
　
　
　
　
家
指
ほ
ど
作
柄

天水で写すきとぐそ㌧・代苗

第
二
表
か
ら
↓

O
～
二
九
俵

の
予
約
者
が
七
九
人
を
占
め
最

も
多
く
一
戸
平
均
の
減
頷
量
ほ

四
、
二
俵
で
予
約
量
の
一
摩
、

と
は
稲
作
安
建
L
又
、
増
収

す
る
た
め
に
も
欠
く
こ
と
の
出

来
な
い
大
事
な
関
所
で
あ
る
。

こ
こ
に
つ
ま
づ
く
と
苗
不
足
を

一『

て
て
お
き
た
い
。
ま
づ
塩
水
選

一
を
や
り
直
詮
蓼
消
毒
霧

1
が
5
リ
ツ
ト
ル
当
り
に
リ

｝
オ
ゲ
ン
錠
を
五
銚
を
溶
か
し
て

｝
そ
の
中
に
袋
ご
と
種
瓶
を
入
れ

皿
る
が
、
そ
の
際
種
袋
を
浮
き
沈

一
め
し
て
種
叔
に
つ
い
て
い
る
気

』
泡
を
良
く
お
と
し
て
や
る
こ
と

一
が
大
切
で
あ
る
、

皿
　
こ
う
し
て
八
～
一
〇
時
間

…
薬
液
に
，
禎
け
た
ら
七
、
上
○
ー

間
の
水
振
し
を
ね
う
。
播
種
の

、
一
！
．
．
一
U
前
か
ら
、
牙
出
準
備
に

か
か
る
。
そ
の
閲
、
に
菌
代
は
床

・
作
り
を
終
る
が
．
床
の
練
り
過

豪
ご
と
肥
料
の
表
曲
施
肥
は
「
肥

一
や
け
」
を
起
こ
す
の
て
注
意
し

一
た
い
。

｝
　
昨
年
も
種
抜
の
芽
出
し
作
某

一
で
煮
沸
し
た
り
卍
や
け
現
象
で

額
7
チ
苗
を
作
つ
た
例
か
あ
つ

た
が
未
然
に
防
止
し
た
い
も
の

．
で
あ
る
。
発
芽
菌
立
の
み
に
気

「
わ
れ
近
年
厚
携
傾
向

が
強
い
が
良
い
菌
を
生
産
す
る

一
た
め
に
は
「
坪
当
〔
、
五
合
蒔

」
を
奨
め
た
い
。
こ
の
場
合
、

当
然
従
来
よ
り
苗
代
面
積
を
拡

げ
「
反
当
二
、
五
ヂ
」
の
種
籾

が
播
け
る
よ
う
計
画
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
種
ま

き
が
終
る
と
本
田
作
業
に
追
わ

れ
て
苗
代
管
理
が
お
ろ
そ
か
に

な
る
が
晴
れ
た
日
は
油
紙
の
上

に
た
ま
つ
て
い
る
水
を
払
い
踏

切
溝
に
は
肩
ま
で
十
分
に
水
を

張
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
苗
代
の
末
期
と
も
な
る
と

｝
葉
数
を
増
し
密
生
し
て
く
る
の

「で
通
風
や
光
の
透
り
も
悪
く
な

り
今
ま
で
健
康
で
あ
つ
た
苗
が

軟
弱
化
し
「
い
も
ち
病
」
に
対

す
る
抵
抗
力
は
弱
す
ら
て
く
る

㎝
こ
濱
を
見
計
つ
て
薬
剤
散
布

に
よ
る
予
防
を
怠
つ
て
は
な
ら

な
い
。
具
体
的
に
は
苗
と
り
の

五
日
前
頃
、
殺
菌
剤
の
水
銀
剤

か
若
し
く
は
殺
菌
、
殺
虫
の
混

一
合
剤
を
ま
い
て
「
無
病
健
全
な

ハ

一
苗
」
を
本
出
に
出
し
た
い
c
こ

一
う
し
て
苗
代
で
は
念
に
は
念
を

天
れ
手
雀
や
る
こ
と
が
秋

㎜
の
稔
り
を
笑
顔
で
迎
え
る
た
め

…
の
出
発
で
あ
ろ
う
。
一
枚
の
苗

一
代
で
半
日
余
計
な
手
間
を
か
け

｝
て
も
必
ら
ず
や
秋
に
は
そ
の
報

皿
い
が
何
倍
か
何
十
倍
か
に
な
つ

㎜
て
返
つ
て
く
る
。

㎜
箇
作
柄
の
安
定
は
耕
土
培
養
か

一
ら

㎜
永
年
の
作
り
か
え
し
に
よ
り

r
申
の
鉄
・
醸
、
マ
ン
ガ
ン

一
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
奮
の
成
分
が

［
抜
け
こ
れ
を
放
つ
て
お
く
と
老

粥
化
が
髪
そ
の
結
果
、
濡

一
れ
し
や
す
く
な
り
病
害
虫
に
カ

一
か
り
や
す
く
な
り
収
量
が
あ
ま

一
り
上
ら
な
く
な
つ
て
く
る
。

皿
　
客
士
は
こ
う
し
た
水
田
を
若

　
　
返
ら
せ
る
目
的
を
も
っ
て
実
施

｝
さ
れ
て
来
た
が
最
近
は
そ
の
姿

皿
が
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
昔
の

ユ

7
諺
に
「
麦
は
肥
料
で
米
は
土
で

［
と
れ
」
と
あ
る
が
土
作
の
必
要

…
性
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し

一
近
年
堆
既
肥
の
生
産
は
め
つ
き

ハ

・
り
少
な
く
な
り
そ
の
上
、
良
質

・
堆
肥
の
生
産
意
欲
に
も
乏
し
く

㎜
な
つ
て
い
る
・
化
学
肥
料
（
金

ろ
う
。
こ
う
し
た
根
菌
れ
田
に
㎜

「
ボ
ー
キ
鉄
を
反
当
一
二
俵
位
投
…

入
す
る
こ
と
に
厳
り
病
気
を
．
r

画
を
そ
れ
婁
阻
に
使
墨
．

…
離
裁
薮
裟
薪
理

…
る
原
囚
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
∴

一
　
安
定
し
た
作
粥
を
望
む
た
め
一

『
に
も
ま
た
増
収
す
る
た
め
に
も
皿

窺
土
饗
か
豫
簗
彗
あ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

防
し
稔
実
を
良
く
す
る
の
で
増

収
は
確
実
で
あ
る
。

　
ま
た
ゴ
マ
葉
枯
の
多
く
出
る

と
こ
ろ
は
粒
重
が
軽
く
見
か
け

よ
り
米
が
な
い
が
、
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
も
珪
酸
石
灰
が
有
効
で

あ
る
。
堆
肥
資
材
が
ど
う
し
て

も
不
足
の
場
合
「
ア
ズ
ミ
ソ
肥

料
」
を
堆
肥
と
併
用
す
る
こ
と

に
よ
り
反
当
り
一
〇
～
の
施
用

で
堆
肥
六
〇
〇
～
八
O
O
～
に

一
相
当
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
う

一
藁
加
工
が
減
少
し
堆
肥
を
つ
く

「る
原
料
も
増
え
て
い
る
が
家
畜

の
腹
を
と
お
し
て
厩
肥
作
り
を

■
や
る
。
そ
の
際
に
「
コ
ロ
ナ
ー

落
を
使
用
す
る
と
蒙
も
進

一
み
効
果
的
で
あ
る
。

“一
③
穂
数
の
確
保
で
計
画
栽
培
を

「　
稲
作
の
収
量
を
決
定
づ
け
る

大
ぎ
な
要
素
は
穂
数
と
穂
重
で

一
あ
る
．
昨
年
は
極
端
に
田
植
が

一
遅
れ
た
た
め
に
穂
数
が
不
足
し

『
病
気
に
か
か
ら
な
く
て
も
そ
れ

｝
程
の
収
量
を
収
め
な
か
つ
た
こ

と
を
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
い
。
地
辻
り
復
旧
等
で
遅
植
す

一
る
場
台
当
然
密
植
し
な
け
れ
ば

皿
本
田
で
の
分
け
つ
は
大
し
た
期
、

…
待
が
も
て
な
い
。
こ
の
た
め
最

一
初
か
ら
穂
数
か
不
足
す
る
こ
と

皿
が
予
測
で
き
る
場
合
、
即
ち
遅

㎝
植
、
復
旧
田
、
冷
水
掛
出
、
、
尚

一
標
地
な
ど
は
計
画
的
に
紋
植
密

㎝
度
を
加
減
す
る
と
共
に
特
に
燐

驚
料
の
罐
を
奨
め
た
い
．

霞
囁
罐
埠
説
購
講

『
耕
除
草
等
欠
く
こ
と
の
出
来
な

畷
魏
楠
読
鮒
擁
儒

「を
不
安
定
に
す
る
か
ら
極
力
控

目
と
し
た
い
。

ω
水
稲
被
害
は
未
然
防
止
で

　
一
一
〇
P
圏
鱒
■
P
甲
一
，
臼
帥
一
9
＝
＝
＝
9
・
印
冒
．
・
一
一
P
9
騎
1
9
甲
。
一
階

人事移動
　
役
場
総
務
課
長

村
山
健
次
郎
さ
ん

は
、
三
月
未
日
を

も
つ
て
退
職
し
、

松
之
山
地
す
べ
り

の
た
め
家
族
と
共

に
千
葉
県
へ
転
住

す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
同
氏
は

雛

配
十
三
年
大
以
来
四
十
三
年
間

　
こ
の
世
か
ら
「
い
も
ち
病
」

を
無
く
し
た
ら
と
考
え
る
人
も

あ
る
と
思
う
が
そ
う
し
た
ら
そ

か
に
替
わ
る
被
害
が
増
え
る
で

あ
ろ
う
◎
過
去
に
お
い
て
千
秋

楽
が
作
付
第
一
位
を
占
め
た
こ

第3表
坪当り株数と間隔（寸）

90株80株
×4．595×9

4×10×4．510

×3。5114×11

十和田3．1

趣路早生28
五百万応24
フジミノリ24

萄
」
が
出
て
来
て
強
い
と
い
わ

れ
た
こ
れ
ら
三
品
種
や
八
千
穂

越
み
の
り
、
初
音
も
ち
な
ど
新

し
く
奨
励
品
種
に
編
入
さ
れ
た

も
の
を
も
侵
す
よ
う
に
な
つ
た

　
然
し
い
も
ち
菌
に
は
変
り
が

な
い
の
で
現
在
取
扱
わ
れ
て
い

・
る
農
薬
に
は
強
力
な
殺
菌
力
が

あ
る
か
ら
葉
い
も
ち
病
の
場
合

は
出
初
め
た
ら
す
ぐ
に
穂
い
も

ち
は
あ
ぐ
ま
で
も
予
防
散
布
を

す
る
こ
と
で
撲
滅
出
来
る
。
こ

う
考
え
て
く
る
と
品
種
の
持
つ

い
も
ち
抵
抗
性
は
当
て
に
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
品
種
の
過

信
は
思
わ
ぬ
被
害
を
招
く
場
合

　
　
　
　
　
　
が
あ
り
常
に
心

越名・継

￥の他
　27．、

初親達も
　31．2

擁秦
へ
も

ち／

と
が
あ
る
が
こ
れ
は
い
も
ち
病
．

｝
に
対
し
て
絶
体
の
強
さ
を
誇
つ
■

㏄
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
山
間
地

㎜
松
之
山
で
は
い
も
ち
病
を
誘
発

｝
す
る
環
境
条
件
か
揃
つ
て
い
る

齢
罷
薩
瓢
都
鑓
縄

｝
び
き
、
初
祝
も
ち
な
ど
中
国
系

．
品
種
に
は
絶
体
羅
病
し
な
か
つ

た
。
と
こ
ろ
が
い
も
ち
菌
の
世

界
で
そ
の
バ
ラ
ソ
ス
が
崩
れ
N

型
菌
の
ほ
か
に
新
し
く
「
C
型

ワ
　
ロ
　
ロ
ロ
ロ
ラ
ロ
ロ
ロ
ゆ
リ
ロ
ロ
ゆ
じ
ロ
　
じ
ロ
ロ
ロ
じ
じ
ロ
ロ
じ
ロ
じ
じ
ロ
ほ
ロ
じ
じ
ロ
ロ
ロ
リ

｝
に
わ
た
り
、
役
場
職
員
と
し
て

、
奉
職
し
、
昭
和
三
十
年
自
治
功

労
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

㎝　
農
業
改
良
普
及
員
の
異
動

新
任
本
間
六
弘
（
2
2
才
）

［　
　
三
島
郡
和
結
村
畠
崎
出
身

　
今
ま
で
松
之
山
町
で
活
躍
さ

一
れ
た
高
橋
寿
道
さ
ん
は
、
郷
里

に
近
い
北
蒲
腺
郡
中
条
地
区
改

良
普
及
事
務
所
に
転
任
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
（
写
真
は
高
橋
寿
道
氏
）

　
食
糧
事
務
所
検
査
官
の
異
動

新
任
相
沢
吉
泰
（
2
3
才
）

　
　
松
之
山
町
小
谷
出
身

　
今
ま
で
浦
田
地
区
の
担
当
で

あ
つ
た
佐
藤
謙
治
さ
ん
は
満
十

八
年
間
を
つ
と
め
て
、
三
月
末

一
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
て
田
圃
を
見

殉
廻
り
適
切
な
処

（
置
を
怠
ら
ず
に

害
や
る
こ
と
が
笑

轍
顔
で
秋
を
迎
え

ヲ
種
る
た
め
の
「
土

品
に
生
き
る
農
家

る
の
宿
命
」
で
あ

けお
る
よ
う
な
気
が
、

　
に
す
る
。

　
町

表
山

　
之

4
松

第

軽
自
動
車
税
の
申

告
手
続
が
変
更

こ
の
た
び
の
税
法
改
正
に
よ

、
今
ま
で
の
申
告
様
式
が
変

ふ
え
る
少
年
非
行
に

　
　
i
町
青
少
協
で
よ
び
か
け
ー

て
い
く
こ
と
は
、

な
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
健
全
な
青
少
年

を
は
ぐ
く
み
育
て
て
い
く
最
も

大
切
な
場
は
、
な
ご
や
か
な
明

る
い
家
庭
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
。　

最
近
の
よ
う
に
皆
ん
な
が
忙

し
く
家
族
全
員
が
一
緒
に
な
る
一

時
間
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
程
・

青
少
年
が
す
こ
や
か
に
育
つ

　
　
　
　
　
　
私
ど
も
み
ん

家
庭
の
こ
と

を
み
ん
な
で
、

　
　
　
　
　
し

考
え
直
し
、
合

．
親
と
子
の
結
し

び
つ
き
を
強
話

め
、
感
謝
し
の

あ
い
・
協
力
で

　
　
　
　
　
員

し
逡
て
明
全

る
豪
庭
を
族

築
く
た
め
に
家

つ
と
め
ま
し
ロ

よ
う
o

㎜り更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

ξ
し
ま
す
。

主
な
改
正
点
を
、
冨
い
ま
す
と

①
今
ま
で
の
申
告
は
本
人
又
は

～
代
理
人
が
ナ
ン
バ
ー
交
付
等
の

一
手
続
と
あ
わ
せ
て
陸
運
局
か
ら

一
用
紙
を
送
つ
て
も
ら
つ
て
、
そ

忍
よ
つ
て
轟
害
し
て
お

至
し
た
が
　
　
　
「

②
こ
ん
ど
は
そ
の
申
告
書
が
全

部
同
一
様
式
及
び
取
扱
い
に
な

つ
た
こ
と
と
　
　
　
　
㎜

③
新
し
く
『
納
税
義
覇
者
の
住
一

所
氏
名
の
確
認
欄
一
力
も
う
け

ら
れ
町
税
務
課
の
確
認
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

Gじ

そ
れ
が
出
来
な
い
場
合
に
お
一

い
て
は
そ
の
者
の
住
所
、
氏
名
い

蓬
萌
す
べ
募
付
姦
（
唯

［
民
票
等
）
を
付
け
て
申
告
し
な

一
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

一
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
一

一
尚
・
申
告
袈
に
つ
い
て
は
一

羽
霧
グ
纏
諜
齪
随

㎝
下
さ
い
。

・
9

　
で
す
。

　
み
ん
な
が
力
を
出
し
あ
つ
て

　
明
る
い
家
庭
を
築
き
ま
し
よ

　
う
o

　
妹
は
食
事
の
お
手
伝
い
、
兄

　
は
そ
う
じ
、
そ
ろ
つ
て
の
手

　
伝
い
仕
事
は
た
の
し
い
も
の

　
で
す
。

「
近
こ
ろ
の
子
ど
も
は
」
と
い

う
ま
え
に
家
族
で
話
し
合
い
、

協
力
し
て
家
庭
を
と
と
の
え
、

海

轡

曾

　
ど
ん
な
さ
さ
や
か
な
こ
と
で

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
お
と
な

も
い
っ
し
ょ
に
な
つ
て
今
日
か

ら
実
行
に
つ
と
め
ま
し
よ
う
。

e

　
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
よ
う

　
「
お
は
よ
う
」
「
お
や
す
み

　
」
　
「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
あ

　
い
さ
つ
の
励
行
に
よ
り
、
あ

　
た
た
か
い
、
は
げ
ま
し
あ
う

　
家
族
関
係
を
育
て
ま
し
ょ
う

　
し
よ
う

忙
し
い
生
活
の
明
け
く
れ
の

　
た
め
、
み
ん
な
が
楽
し
く
話

　
し
あ
う
機
会
が
少
な
く
な
つ

　
て
い
ま
す
。
な
ん
で
も
話
せ

　
る
、
子
ど
も
相
談
に
の
れ
る

　
親
に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し

　
よ
う
。

つ
く
ろ
う

　
大
げ
さ
で
な
く
て
も
よ
い
の

　
で
す
。
散
歩
、
レ
ク
リ
ェ
ー

　
シ
ヨ
ン
、
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ

　
読
書
、
遊
戯
な
ど
行
動
を
と

　
も
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
家

　
族
の
つ
な
が
ウ
と
心
の
ふ
れ

　
あ
い
を
強
め
ま
し
よ
う
。

　
し
よ
う

　
働
く
こ
と
や
責
任
を
重
ん
ず

　
る
こ
と
の
意
識
を
字
び
働
く

　
こ
と
の
尊
さ
や
よ
ろ
こ
び
を

　
味
わ
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
・

二
、
家
族
全
員
で
話
し
あ
い
を

三
、
家
族
そ
ろ
つ
て
た
の
し
む

四
、
み
ん
な
進
ん
で
手
伝
い
を

9

一
層
明
る
く

し
て
、
青
少

年
の
巣
立
ち

ゆ
く
環
境
を

よ
り
よ
い
も

の
と
す
る
よ

う
お
互
い
に

努
力
い
た
し

ま
し
よ
う
o

　
松
之
山
町

　
　
青
少
年

問
題
協
議
会

　
　
　
　
　
（
二
面
よ
り
続
く
）

　
電
話
を
つ
け
た
い
と
言
う
申

込
が
心
年
毎
に
増
加
し
て
、
松

一
詣
郵
便
局
へ
現
在
約
三
〇
の

…
申
込
み
が
あ
り
順
番
を
待
つ
て

㎜
い
ま
す
。
電
信
電
話
公
社
で
は

㎜
増
加
す
る
申
込
み
を
さ
ば
く
た

㎝
め
に
、
色
々
と
対
策
を
こ
う
じ

一
て
い
ま
す
が
、
農
村
に
は
集
団

皿
自
動
電
話
を
奨
め
て
い
ま
す
。

一
こ
れ
澤
径
五
蒼
以
内
に
あ

る
家
が
集
っ
て
一
八
O
戸
以
上

一
髪
設
無
人
の
島
交
換
機

を
中
央
に
置
い
て
自
由
に
通
話

が
出
来
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

新
設
料
金
は
『
戸
に
っ
き
、
債

券
六
万
円
（
年
利
七
分
）
の
他

に
一
万
三
百
円
の
加
入
設
備
料

が
あ
れ
ば
便
利
な
電
話
が
つ
き

ま
す
。
毎
月
の
使
用
料
は
松
之

山
局
の
加
入
で
す
と
四
七
〇
円

と
な
り
、
普
通
の
電
話
と
同
様

に
町
内
を
は
じ
め
全
国
と
市
外

通
話
が
出
来
ま
す
、

［山
岸
松
之
山
局
長
談

　
現
在
松
之
山
郵
便
局
の
電
話

交
換
設
備
は
機
械
の
収
容
能

力
が
限
度
に
き
て
い
て
、
皆

様
に
色
々
と
不
便
を
感
じ
さ

せ
て
い
ま
す
が
、
新
局
舎
の

建
築
と
同
時
に
機
械
も
線
路

も
増
設
さ
れ
る
事
に
な
つ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
後
は
良

く
な
る
事
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
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